
研修テキスト（PDF）および iStudy Viewer ダウンロード方法 

研修中に作成した「学習メモ」（iStudy ViewerXML）を、ご自宅またはご勤務先で再現するには、弊社サイトから研修テキスト（PDF）および iStudy 

Viewer をダウンロードし、iStudy Viewer はご使用になる PC にインストールをする必要があります。 

 

      ●研修テキスト（PDF）ダウンロード方法 ：

(1) https://cloud.istudy.ne.jp/ies/ にアクセスし、ログイン ID（メールアドレス）とパスワードを入力して [ ログイン ] をクリックしてください。 

 

 

(2)  [ 管理 ] をクリックしてください。 

 

 

(3) [ 学習中の一覧 ] から、「期限超過」 チェックボックスを ON にしてコースを検索してください。 

（※期限超過とは、研修開始日を過ぎた、という意味です。） 

 

(4) 該当コースが検索されたら、コース名の「 」をクリックしてください。PDF テキスト（Zip ファイル）のダウンロードが開始します。 



      ●iStudy Viewer ダウンロード方法 ：

(5) http://www.istudy.ne.jp/ にアクセスし、画面右にある [ ダウンロード ] をクリックしてください。 

 

 

(6) [ 研修 ] ＞  [ iStudy Viewer Learning Edition ] からご使用環境にあったソフトウェアをダウンロードしてください。 

 

以上で、研修テキスト（PDF）および iStudy Viewer をダウンロードは完了です。 

 

次のステップでは、iStudy Viewer のインストールおよび学習メモ（iStudy ViewerXML）の再現方法をご説明いたします。 



iStudy Viewer のインストールとご自宅・勤務先での復習開始までの流れ 

＜作業を行う前に＞  

● 過去にインストールした iStudy Viewer が最新のバージョンではない場合、起動時、次のようなダイアログが出現します。 

※本ダイアログが出現した場合、可能な限り、最新のバージョンの iStudy Viewer をインストールいただきますようお願いいたします。 

 

 

● PC に初めて iStudy Viewer をインストールする場合、アンインストールは不要です。インストールからお願いいたします。 

 

アンインストール方法 ： 

[コントロールパネル]-[アプリケーション（プログラム）と機能]より iStudy Viewer を選択して「アンインストール」をクリックします。 

 

   インストール方法と復習開始までの流れ ：

iStudy Viewer の動作環境は以下の通りです。 

【PC】 

OS Microsof Windows 7 ／ Windows8 pro 

必要ディスク容量 35MB 

推奨環境 CPU：Intel Core i5 

その他のソフトウェア Microsoft .NET Frameworks 4.0 

 

【タブレット】 

OS Microsof Windows 7 

必要ディスク容量 35MB 

推奨環境 CPU：Intel Core i5 

その他のソフトウェア Microsoft .NET Frameworks 4.0 

※タブレットは、東芝製 WT310/C にて動作検証済み。その他の機種につきましては動作保証いたしかねます。 

 

(7) ダウンロードした iStudyViewerSetup.msi を実行してください。使用許諾などご同意の上、インストールが開始されます。 

 

 

  



(8) インストールが完了すると、デスクトップに「iStudy Viewer」のショートカットが表示されます。 

 

（ショートカットが作成されていない場合は、[Windows] ＞ [スタート] ＞ [iStudy Viewer] をクリックして起動できます。） 

 

(9) iStudy Viewerを起動すると「オプション設定」が表示されます。「PDF フォルダ」の設定が必須となります。任意のフォルダをお選びいた

だけますが、研修テキスト（PDF）を保存したフォルダを指定していただくとスムーズです。 

 

また、認証が必要なプロキシーを利用の場合は「Proxy 設定」タブをクリックして設定を行ってください。 

※事前に研修テキスト（PDF）を iStudy Cloud からダウンロードしてください。 

 

(10) ログイン画面で、研修会場でご登録いただいた ID・パスワードをご入力ください。またマルチカンパニーをご登録の場合は、受講時にお

選びいただいた所属を選択してください。 

 

 

(11) サーバーに接続され、記録されている学習メモの一覧が表示されます。復習するコースをダブルクリックでお選びください。 

※ ご注意：ドライブ名は 大文字で

ご指定ください。 

○ → C:\ekit 

× → c:\ekit 



 

 

※ お客様用が PDFをリネームされている場合や、「PDFフォルダ」に指定したフォルダに PDFが存在しない場合は、ダイアログが表示され

ます。「はい」をクリックして、任意の名前の PDF を選択してください。 

 

 

 

 

  



(12) 研修会場で保存した学習メモが自動的に開かれます。 

 

内容を更新しサーバーに保存すると、翌日会場でその内容を再現できます。 

 

研修終了後も登録されたコースの学習を継続していただくことが可能です。サーバーに保存した学習メモは、PC がインターネットに接続

された環境であれば、iStudyViewer から、いつでも、どこでもアクセスが可能となります。 

引き続き Oracle eKit と iStudy Viewer をご活用いただき、Oracle のスキルアップを目指してください。 
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